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1. 緒言

ハンマー投は陸上競技のフィールド種目

で,スコットランドで始められたスポーツ

である.その始まりについては,兵士たちの

力比べや貴族の余興として行われていた. 
 私自身高校入学後ハンマー投を始めて大

学入学後も続けてきたが,ハンマー投とい

う競技が日本国内でどのように発展してき

たのか全く知らずに競技を続けてきた.自
分が学生生活の多くを費やしたハンマー投

について,国内で一般的に知られるまでに

なった歴史を調査したいと思った. 
 本研究では,ハンマー投が日本国内でど

のように発展してきたのか,記録とルール

を中心に歴史的に明らかにすることを目的

とする. 
 
2. 研究方法 
文献による調査を実施した.日本陸上競

技史,近代スポーツ史,オリンピック史など

の関連書籍,また,陸上競技を取り扱う情報

誌などに広く目を通し,ハンマー投の歴史

に関する記事を中心に調査を行った. 
 また,ハンマー投げを経験した元選手か

ら,当時の様子など歴史についてインタビ

ューを実施した. 
 
3.結果と考察 

ハンマー投は他のスポーツと違い,終戦

前に外国人の海兵によって日本へ伝わった.
その後日本のスポーツは海外へ引っ張られ

る形で発展し,ハンマー投でもオリンピッ

クで入賞できるまでになった. 
現在では室伏広治を中心に「チーム･コウ

ジ」が世界のハンマー投を牽引している. 
 
4.まとめ 
 今回の調査で国内のハンマー投について

大まかな歴史と流れが分かった.ルールに

ついては道具やサークルの改良や防護ネッ

トについて改正が何度も行われてきた. 
 日本記録は現在までおよそ100年間で76
回更新されているが,戦後に記録の向上が

著しいことが分かった. 
 しかし,今後の課題として女子のハンマ

ー投やマスターズなどまだ調査対象が多く

存在する.今後も調査を続けていきたい. 
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